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用語解説

- ICD-10 https://www.mhlw.co.jp/toukei/sippei/ https://www.mhlw.go.jp/toukei/sippei/

Ⅰ 調査概要

3
Ⅰ-2.提出する様式ファイルの
概要のリリースプログラムの表

Ｋファイル生成プログラム 外来Ｋファイル生成プログラム

Ⅱ 各様式ファイル作成要領

15 （２）ペイロード項目一覧

15 （２）ペイロード項目一覧
※Ｊ：LMHCA02 脳卒中/初発以外情報 【ペイロード番号１】脳卒中の初発以外の種類（既往含む）が「1.脳梗
塞」「2.脳出血」「3.くも膜下出血」のいずれかに該当する場合に入力する。

※Ｊ：LMHCA02 脳卒中/初発以外情報 【ペイロード番号１】脳卒中の初発以外の種類（既往含む）が「1.脳梗
塞」「2.脳出血」「3.くも膜下出血」「4.TIA(一過性脳虚血発作)」のいずれかに該当する場合に入力する。

17 （２）ペイロード項目一覧

32
●LMHCA01　脳卒中の有無
（初発）

33
●LMHCA02　脳卒中（初発以
外）

33
●LMHCA02　脳卒中（初発以
外）

・ペイロード番号２ 脳卒中の初発以外の発症（診断）年月
「ペイロード番号１ 脳卒中の初発以外の種類（既往含む）」が“1”、“2”、“3”の場合は入力必須とする。

・ペイロード番号２ 脳卒中の初発以外の発症（診断）年月
「ペイロード番号１ 脳卒中の初発以外の種類（既往含む）」が“1”、“2”、“3”、“4”の場合は入力必須とする。

35
●LMHAAD1　急性大動脈解離
の有無（初発）

複数回急性大動脈解離を発症している場合は、「連番」を利用して複数行に記入をする。その際は直近に発
症した急性大動脈解離を連番１に入力し、以降は発症年月を遡って連番を入力する。なお、飛び番又は重複
が無いようにする。連番の使用は“5”を上限とする。

削除

35
●LMHAAD2　急性大動脈解離
（初発以外）

初発以外の急性大動脈解離がある場合はその発症（診断）年月を入力する。
複数回急性大動脈解離を発症している場合は、「連番」を利用して複数行に記入をする。その際は直近に発
症した急性大動脈解離を連番１に入力し、以降は発症年月を遡って連番を入力する。なお、飛び番又は重複
が無いようにする。連番の使用は“5”を上限とする。

複数回急性大動脈解離を発症している場合に「連番」を利用して複数行に記入をする。その際は直近に発症
した急性大動脈解離を連番１に入力し、以降は発症年月を遡って連番を入力する。なお、飛び番又は重複が
無いようにする。連番の使用は“5”を上限とする。

38
●HCVNS01　受診の状況/訪
問看護

・ペイロード番号１　訪問看護日
訪問看護を提供した年月日を入力する。
YYY（西暦４桁）MM（月２桁）DD（日２桁）の値（計８桁）を入力する。

・ペイロード番号１　訪問看護日
訪問看護を提供した年月日を入力する。
YYYY（西暦４桁）MM（月２桁）DD（日２桁）の値（計８桁）を入力する。

42
●HCSA001　受診の状況/短
期入所

・ペイロード番号２　退所年月日
退所となった年月日を入力する。
YYY（西暦４桁）MM（月２桁）DD（日２桁）の値（計８桁）を入力する。

・ペイロード番号２　退所年月日
退所となった年月日を入力する。
YYYY（西暦４桁）MM（月２桁）DD（日２桁）の値（計８桁）を入力する。

57 II－２. 外来様式３
１.調査対象範囲
医療機関の施設基準の届出状況を収集する
ファイル形式は、後日公開する医療機関別の施設基準の届出状況等の設定状況である。

１.調査対象範囲
医療機関の施設基準の届出状況が対象である。

60 II－４. 外来Ｋファイル

60 II－４. 外来Ｋファイル ●Ｋファイル生成用データファイルの形式 ●外来Ｋファイル生成用データファイルの形式

61 ３．項目の入力要領 ●Ｋファイル生成用データファイルの項目仕様 ●外来Ｋファイル生成用データファイルの項目仕様

61 ３．項目の入力要領 別紙１　Ｋファイル生成データ　カナ氏名での使用可能文字 別紙１　外来Ｋファイル生成データ　カナ氏名での使用可能文字

Ⅳ 関係資料

4 ３. データ仕様
・データ識別番号：（E-2、F-2、EF-2）

９桁の数字を組み合わせた番号とする。９桁未満の番号は、前に「0」（ゼロ）を付与し、９桁とする。
外来様式１等と同一の患者については同一のデータ識別番号を使用する。

・データ識別番号：（E-2、F-2、EF-2）
10桁の数字を組み合わせた番号とする。10桁未満の番号は、前に「0」（ゼロ）を付与し、10桁とする。
外来様式１等と同一の患者については同一のデータ識別番号を使用する。

9
【レセプトデータダウンロード・
データ仕様】


